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総 合 研 究 所 所 報

平成6年 度

あ ゆ み

総合研究所運営委員会。奈良大学紀要(以 下紀要)第23号 及び総合研究所所報

(以下所報)第3号 編集にっいて。平成6年 度プロジェクト研究について。平

成6年 度公開講座などそれぞれ協議。

紀要編集実行委員会。紀要第23号 の編集にっいて。

第3回 奈良大学教養講座(桜 井市教育委員会共催)水 野正好学長 「森本六爾一

その人 と学一」(受講者142人)

文部省科学研究費交付申請学内申込み締切。

第2回 奈良大学教養講座(都 祁村教育委員会共催)市 川良哉教養部長 「良寛一

その詩歌にみる心景一」(受講者58人)

所報投稿申込み締切。

教養講座(桜 井市教育委員会共催)湊 敏助教授 「情報化時代再考」(受 講者

95人)

プロジェク ト研究実行委員会。平成7年 度プロジェク ト研究課題にっいて各学

部 ごとに検討依頼。紀要投稿申込みi締切。(40件41人)

紀要編集委員会。

教養講座(桜 井市教育委員会共催)上 野 誠専任講師 「『万葉集」 の風土 一三

輪山をめぐって一」(受講者103人)

教養講座(都 祁村教育委員会共催)稲 別正晴講師 ・桃山学院大学教授 「世界の

中の日本経済」(受講者51人)

教養講座(都 祁村教育委員会共催)朝 倉 弘教授 「激動する昭和時代」(受 講

者47人)

第15回 奈良大学文化講座(近 畿文化会共催)松 山 宏教授 「中世の多武峯一室

町中期の勢力伸長一」(受講者201人)

教養講座(桜 井市教育委員会共催)遠 藤 隆講師 ・京都大学教授 「遺伝子から

探る生命の神秘」(受講者98人)

文化講座(近 畿文化会共催)西 山要一一教授 「なぜ美 しく残された"大 和の古文

化財"一 近年の環境調査から一」(受 講者172人)

文化講座(近 畿文化会共催)碓 井照子助教授 「奈良県の都市化一人口の増加と

地域社会変貌一」(受 講者147人)

紀要原稿締切。

紀要編集実行委員会。紀要第23号 編集にっいて。出稿30件31人 。

文化講座(近 畿文化会共催)鎌 田道隆教授 「奈良町奉行一川路聖摸の民政とそ
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の人となり一」(受講者156人)

第7回 奈良大学社会学部公開講座(於 奈良県婦人会館)平 岡義和助教授 ・宮本

憲一立命館大学教授 「環境教育のすすめ」

文化講座(近 畿文化会共催)松 前 健教授 「石上神宮の祭神とその氏族」(出

席者159人)閉 講後修了式。皆出席者86人。

社会学公開講座(於 奈良県婦人会館)高 橋春成助教授 ・鈴木紀雄滋賀大学教授

「環境教育のすすめ」

教養講座(都 祁村教育委員会共催)藤 原 剛教授 「私たちの暮らしと自然環境」

(受講者34人)

特別研究費応募締切(6名 応募)

企画委員会で特別研究費支給研究者3名 決定。

平成7年 度科学研究費申込み学内締切。

教養講座(桜 井市教育委員会共催)鎌 田道隆教授 「桜井を歩こう一伊勢街道一」

(受講者90人)

教養講座(都 祁村教育委員会共催)水 野正好学長 「大和の古代を掘 る」(受 講

者39人)

教養講座(桜 井市教育委員会共催)横 田 浩助教授 「宇宙を旅する」(受 講者

59人)

教養講座(桜 井市教育委員会共催)朝 倉 弘教授 「多武峯寺 と興福寺」(受 講

者86人)

所報第3号 刊行(500部)

教養講座(都 祁村教育委員会共催)東 山弘子教授 「ライフスタイルと健康一ス

トレスとっきあう一」(受 講者39人)4回 以上出席者修了証授与(40名)

紀要第23号 刊行(750部)

教養講座(桜 井市教育委員会共催)高 見 茂助教授 「私たちのできる国際協力」

(受講者88人)6回 以上出席者修了証書授与(63名)

あ と が き

奈良大学総合研究所所報第4号 には、論文6編 、史料紹介1編 、プロジェク ト研究

概要などを収載 しました。

本研究所では、大学の資金によるプロジェク ト研究と特別研究各3件 のほか、科学

研究費助成金による研究 も管轄 し、大学の責務である教員の研究活動の支援と、その

公開に努力 しております。教養部を主体とする桜井市教養講座 と都祁村教養講座、文

学部を主体とする文化講座、社会学部公開講座 と、所報の発行がそれであります。

来年度の研究所の事業 も、さらなる発展を期 して計画 しておりますので、今後 とも

ご支援とご指導をお願いいたします。
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